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〔
解　

説
〕

　

当
研
究
所
の
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
三
年
程
前
か
ら
「
皇
室

関
係
資
料
文
庫
」
の
構
築
を
目
指
し
、
昨
年
「
廣
池
千
九
郎
博
士
生
誕
百

五
十
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
本
格
的
な
準
備
に
入
っ
た
。
た

だ
、
こ
の
文
庫
は
、
モ
ノ
と
し
て
の
資
料
よ
り
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
あ

る
皇
室
（
歴
史
・
制
度
・
文
化
な
ど
）
関
係
の
情
報
を
収
集
・
整
理
し

て
、
学
界
・
論
壇
や
一
般
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い
形
で
提
供
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
く
。
そ
の
た
め
、
こ
の
正
月
か
ら
W
E
B
上
に
「
ミ
カ
ド
文

庫
」（w

w
w

//m
ikado-bunko.jp

）
を
開
設
し
た
。

　

と
は
い
え
、
モ
ノ
と
し
て
の
資
料
も
入
手
で
き
れ
ば
、
勿
論
あ
り
が
た

い
と
考
え
、
当
セ
ン
タ
ー
の
乏
し
い
予
算
の
範
囲
内
で
可
能
な
も
の
が
あ

れ
ば
購
入
し
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
奇
し
く
も
昨
秋
京
都
の

古
書
店
か
ら
届
い
た
目
録
に
、
手
頃
な
値
段
の
絵
図
が
載
っ
て
い
た
の

で
、
直
ち
に
確
保
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
写
本
の
所
在
が
知
ら

れ
て
い
な
い
貴
重
な
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
（
表
紙
裏
に
「
九
曜
文
庫
」
の

印
が
あ
り
、
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
中
野
幸
一
氏
の
旧
蔵
品
と
み
ら
れ

る
）。
そ
こ
で
、
と
り
急
ぎ
、
調
査
の
概
要
を
報
告
さ
せ
て
頂
こ
う
。

「
寛
永
行
幸
絵
巻｣

（
仮
題
）
で
は
な
い

　

古
書
店
の
目
録
に
は
、「『
寛
永

0

0

行
幸
絵
巻
』（
仮
題
）
江
戸
末
期
写
…

折
帖
一
帖
」
と
あ
り
、
カ
ラ
ー
で｢

出
車｣

（
牛
車
）
と
公
家
・
随
身
・

白
丁
ら
に
よ
る
行
列
の
部
分
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、｢

寛
永｣

（
一
六
二
四
〜
四
四
）
と

い
え
ば
、
後
水
尾
天
皇
の
在
位
後
半
（
六
年
間
）
か
ら
明
正
女
帝
の
在
位

史
料
紹
介

光
格
天
皇
の
「
寛
政
新
造
内
裏
還
幸
行
列
絵
図
」（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
・

皇
室
関
係
資
料
文
庫
蔵

）

所　
　

功
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中
か
ら
出
火
し
て
二
十
万
戸
近
い
家
々
を
焼
き
尽
く
し
た
大
火
災
に
よ
り

灰
燼
に
帰
し
た
「
宝
永
内
裏
」
を
、
平
安
朝
風
に
大
改
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
幕
府
老
中
の
惣
奉
行
松
平
定
信
と
『
大
内
裏
図
考

証
』
を
著
し
た
裏
松
固
禅
ら
の
功
績
が
大
き
い
。

　

そ
の
う
ち
、
特
に
紫
宸
殿
は
、
平
安
朝
の
古
制
を
模
し
て
一
廻
り
大
き

く
な
り
、
南
方
の
承
明
門
や
東
西
の
日
華
門
・
月
華
門
な
ど
を
復
元
し
廻

廊
で
囲
ん
だ
。
ま
た
清
涼
殿
も
、
殿
上
の
位
置
を
古
制
に
復
し
、
同
殿
や

常
御
殿
な
ど
の
襖
絵
に
京
都
の
大
和
絵
画
家
を
採
用
し
て
い
る
。

　

な
お
、
光
格
天
皇
の
中
宮
（
後
桃
園
天
皇
の
皇
女
）
欣
子
内
親
王
の

「
中
宮
御
殿
」
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
、
ま
た
常
御
殿
の
御
三
間

や
御
学
問
所
は
同
十
二
年
に
造
建
さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
藤
岡
通
夫
氏

『
京
都
御
所
』
新
訂
版
〈
昭
和
六
十
二
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
〉
参
照
）。

寛
政
二
年
の
新
造
内
裏
へ
の
還
幸
記
録

　

そ
れ
ま
で
聖
護
院
を
仮
御
所
と
さ
れ
て
い
た
光
格
天
皇
が
、
こ
う
し
て

完
成
し
た
新
造
内
裏
に
還
幸
さ
れ
た
の
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十

一
月
二
十
二
日
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
、『
御
湯
殿
上
日
記
』『
禁
裏
執
次

詰
所
日
記
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
詳
し
く
は
柳
原
均
光
（
紀

光
の
弟
〈
当
時
19
〉）
の
『
日ひ

な
み
き

次
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

原
漢
文
を
書
き
下
し
た
。〔　
　

〕
は
原
割
注
。（　
　

）
は
私
注
。

〈　

〉
内
の
数
字
は
年
齢
。
／
は
行
詰
め
。
適
宜
改
行
の
上
、・
印
や

番
号
を
冠
し
、
後
掲
の
絵
図
と
対
応
人
物
に
関
連
符
号
を
注
記
し
た
。

（
十
四
年
間
）
を
経
て
後
光
明
天
皇
の
即
位
早
々
（
一
年
余
）
を
含
む

（
徳
川
将
軍
は
三
代
家
光
）
時
期
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
宮
内
省
編
『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
寛
永
年
間
部
分
を
通
覧
し

て
も
、
御
在
位
中
の
行
幸
は
、
有
名
な
寛
永
三
年
九
月
六
日
、
後
水
尾
天

皇
が
将
軍
家
光
の
招
き
に
よ
り
二
条
城
へ
行
幸
（
十
日
還
幸
）
さ
れ
た
例

と
、
寛
永
二
十
年
十
月
三
日
、
明
正
女
帝
に
譲
位
し
て
新
造
の
大
宮
御
所

へ
行
幸
さ
れ
た
例
な
ど
で
あ
る
が
、
と
も
に
供
奉
者
名
な
ど
、
全
く
符
合

し
な
い
か
ら
、
こ
の
絵
巻
は
「
寛
永
行
幸
」
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。

　

で
は
、
い
つ
の
も
の
か
と
い
え
ば
、
答
は
簡
単
、
供
奉
者
の
官
位
名
な

ど
か
ら
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、
し
か
も
十
一
月
二
十
二
日
、
聖
護

院
の
仮
御
所
か
ら
新
造
の
内
裏
へ
還
幸
さ
れ
た
時
の
行
列
絵
巻
と
み
て
よ

い
こ
と
が
、『
光
格
天
皇
実
録
』
の
当
該
条
（
刊
本
六
三
八
〜
六
五
五
頁
）

に
よ
り
確
認
で
き
る
（
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
、
作
成
年
代
も
絵
師
も
未
詳
）。

本
格
的
な
寛
政
内
裏
が
出
来
る
ま
で

　

周
知
の
ご
と
く
、
現
存
し
て
い
る
京
都
御
所
は
、
幕
末
の
嘉
永
七
年
＝

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
六
日
の
火
災
（
女
院
御
所
よ
り
出
火
）
に

よ
り
焼
失
し
た
「
寛
政
内
裏
」
を
忠
実
に
復
原
し
て
、
翌
安
政
二
年
十
一

月
二
十
三
日
、
孝
明
天
皇
の
還
幸
を
仰
い
で
以
来
、
百
六
十
年
余
に
な

る
。
そ
の
竣
工
よ
り
五
十
五
年
前
に
完
成
し
た
の
が
「
寛
政
内
裏
」
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
寛
政
内
裏
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
正
月
晦
日
、
四
条
の
町
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次
に
左
右
の
近
衛
将
監
〔
供
圀
・
武
敬
〕
大
刀
契

0

0

0

の
櫃

0

0

を
昇
き
下
す
。

次
に
中
務
少
丞
章
従
、
版
位
を
撤
す
。

・ 

次
に
御
輿

0

0

を
南
階
に
寄
す
。
左
右
近
次
将
、
御
輿
東
豎
に
授
く
。
…
…

更
に
参
進
し
て
神
璽

0

0

を
執
り
輦
中
に
安
じ
て
輦
戸
を
閉
づ
。（
中
略
）

・ 

之
よ
り
先
、
左
右
京
職
已
下
、
前
行
す
。
公
卿
、
列
を
離
れ
て
前
行
す

〔
下
﨟
を
先
に
す
〕。
御
輿
出
御

0

0

0

0

し
た
ま
ふ
。
左
大
将
、
中
門
の
外
に
於

て
御
綱
を
仰
す
。
御
輿
、
御
門
を
出
づ
る
の
時
、
予
（
柳
原
均
光
）
平

伏
し
了
ん
ぬ
。

・
行
粧
（
行
列
）

　
（
0
）
出
車
〔
車
副
二
人
前
行
す
。
牛
童
、
右
に
在
り
。
雨
皮
持
、
左

に
在
り
。
牛
飼
二
人
二
行
〕。
侍
衛
府
源
正
通
〔
右
に
在

り
〕。
藤
原
有
則
〔
左
に
在
り
。
各
雑
色
二
人
〕

　
（
1
）
京
職
／
左
亮
経
康
副
臣　
　
　
　
　
（
2
）
右
権
亮
礼
親 

〔
各
〻
舎
人
一
人
を
召
し
具
す
。
各
々
左
に
在
り
。
童
一

人
・
雑
色
二
人
・
笠
〕

　
（
3
）
神

官
／
大
副
〔（
大
中
臣
）
寛
仲
卿
、
馬
副
四
人
を
召
し
具

す
。
二
人
、
前
に
在
り
。
舎
人
二
人
、
前
に
在
り
。
雑
色

四
人
・
笠
〕

　
（
4
）
弾
正
台
／
少
忠
源
祐
敬
〔
舎
人
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
5
）
兵
部
省
／
権
大
輔
在
寛
宿
祢
〔
舎
人
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
6
）
民
部
省
／
少
輔
泰
古
〔
同
上
〕

　
（
7
）
治
部
省
／
少
輔
家
仲
朝
臣
〔
同
上
〕

・ 
陰
晴
不
定
、
時
々
雨
下
る
。
今
日
（
十
一
月
二
十
二
日
）、
主
上

0

0

（
光

格
天
皇
〈
20
〉）
土
御
門
内
裏
へ
還
幸

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た
ま
ふ
の
日
な
り
。
本
府
に

供
奉
す
べ
き
な
り
。（
中
略
）

・ 

奉
行
の
職
事
（
蔵
人
）、
陣
に
出
て
召
し
仰
せ
事
を
仰
す
。
そ
の
詞
に

曰
は
く
、「
今
日
辰
刻
（
午
前
八
時
）
新
造
内
裏
に
還
幸

0

0

0

0

0

0

0

あ
る
べ
し
。

諸
司
を
召
し
仰
す
」
と
。
…
…

・ 

春
日
小
路
を
東
へ
行
き
、
鳥
居
大
路
を
南
へ
行
き
、
三
条
大
路
を
西
へ

行
き
、
万
里
小
路
を
北
へ
行
き
、
美
福
門
代
（
内
裏
の
西
）
を
へ
て
建

礼
・
承
明
等
の
門
よ
り
入
御
し
た
ま
ふ
（
中
略
）。

・ 

辰
一
點
（
午
前
七
時
半
）、
聖
護
院
仮
御
所
の
南
殿
代
〔
尋
常
の
清
涼

殿
代
な
り
〕
に
出
御
し
た
ま
ふ
。
関
白
（
鷹
司
輔
平
〈
52
〉）
御
裾
に

候
す
。
内
侍
、
剣
璽

0

0

を
執
り
て
前
後
に
候
す
。

・ 

宸
儀
（
天
皇
）
暫
く
御
帳
の
西
門
に
立
た
し
め
た
ま
ふ
。
近
衛
、
陣
を

引
く
。
陰
陽
頭
泰
栄
朝
臣
（
土
御
門
泰
栄
〈
33
〉）
参
上
し
て
反へ

ん

閇ぱ
い

を

奉
仕
す
。
宸
儀
、
足

（
マ
マ
）御
帳
の
前
に
立
た
し
め
た
ま
ふ
。
内
侍
、
剣
璽

0

0

を

捧
じ
て
御
帳
の
左
右
に
候
す
。
昶
定
朝
臣
（
清
閑
寺
昶
定
〈
29
〉）
簀

子
よ
り
仰
せ
て
云
は
く
「
マ
カ
リ
ワ
タ
レ
」
と
…
…
。

・ 

次
に
左
右
近
次
将
、
前
庭
に
渡
り
中
門
に
到
る
。
之
よ
り
先
、
鳳
輦

0

0

を

中
門
に
昇
き
立
つ
。
次
に
公
卿
、
南
殿
に
列
立
す
〔
北
上
東
面
〕。
左

大
将
〔
治
孝
（
二
条
治
孝
〈
37
〉）〕、
右
大
将
〔
信
道
（
久
我
信
道

〈
47
〉）
等
、
南
階
の
東
西
に
立
つ
〔
将
監
已
下
、
陣
に
列
す
〕。

・ 

次
に

司
奏
す
。
次
に
少
納
言
為
徳
朝
臣
（
菅
原
為
徳
〈
18
〉）
鈴
奏

0

0

。
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四
人
・
笠
〕

　
（
24
）
大
刀
契　
　
　
　
　
（
25
）
近
衛
代
紀
宗
名

　
（
26
）
主
鈴
珍
之
朝
臣
〔
舎
人
一
人
、
雑
色
二
人
〕

　
（
27
）
左
大
弁
宰
相
〔
俊
親
〈
34
〉、
馬
副
四
人
、
二
人
前
に
在
り
。
舎

人
二
人
、
前
方
に
在
り
。
居
飼
一
人
中
行
、
雑
色
七
人
〕

　
（
28
）
右
宰
相
中
将
〔
公
萬
、〈
34
〉
馬
副
四
人
、
二
人
前
に
在
り
。
舎

人
二
人
、
随
身
四
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
29
）
高
倉
宰
相
（
永
範
〈
38
〉）〔
馬
副
四
人
、
二
人
前
に
在
り
。
舎

人
二
人
、
居
飼
一
人
中
行
、
雑
色
六
人
〕

　
（
30
）
新
宰
相
〔
隆
師
〈
35
〉、
馬
副
四
人
、
二
人
前
行
す
。
舎
人
二

人
、
居
飼
一
人
中
行
、
雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
31
）
宰
相
中
将
〔
有
庸
〈
39
〉、
馬
副
四
人
、
二
人
前
に
在
り
。
舎
人

二
人
、
居
飼
一
人
相
並
ぶ
、
随
身
四
人
、
雑
色
四
人
〕

　
（
32
）
三
位
宰
相
中
将
〔
有
政
〈
48
〉、
馬
副
四
人
、
二
人
前
に
在
り
。

舎
人
二
人
、
居
飼
一
人
、
右
に
在
り
。
随
身
四
人
、
雑
色

二
人
・
笠
〕

　
（
33
）
葉
室
上
卿
（
頼
熙
〈
41
〉）〔
馬
副
六
人
、
舎
人
二
人
、
居
飼
一

人
、
雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
34
）
三
条
西
中
納
言
（
延
季
〈
41
〉）〔
馬
副
六
人
、
舎
人
一
人
、
副
舎

人
一
人
、
居
飼
一
人
、
左
に
在
り
。
小
雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
35
）
冷
泉
中
納
言
（
為
章
〈
39
〉）〔
馬
副
六
人
、
舎
人
二
人
、
居
飼

一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
8
）
式
部
省
／
少
輔
則
敏
〔
童
一
人
、
已
外
同
上
〕

　
（
9
）
官
史
／
左
大
史
敬
義
宿
祢
〔
舎
人
一
人
、
雑
色
四
人
〕

　
（
10
）
隼
人
司
／
正
俊
正
〔
舎
人
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
11
）
左
衛
門
府
／
大
尉
藤
原
葆
光
〔
舎
人
一
人
、
調
度
掛
一
人
、
雑

色
二
人
・
笠
〕　　
　
（
12
）
権
佐
胤
定
〔
看
督
長
二
人
前

行
す
。
舎
人
一
人
、
小
舎
人
童
一
人
、
随
身
二
人
、
火
長

一
人
、
雑
色
二
人
〕

　
（
13
）
左
兵
衛
府
／
大
尉
宗
弟
〔
舎
人
一
人
、
調
度
掛
一
人
、
雑
色
二

人
・
笠
〕　　
　
　
（
14
）
権
佐
広
長
朝
臣
〔
舎
人
一
人
、

童
一
人
、
随
身
二
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
15
）
陰
陽
寮
／
頭
（
土
御
門
）
泰
栄
朝
臣
〈
33
〉〔
舎
人
一
人
、
童
一

人
、
随
身
二
人
、
斉
即
二
人
、
雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
16
）
中
務
省
／
少
丞
章
従
〔
副
舎
人
一
人
、
舎
人
一
人
右
に
在
り
。

居
飼
一
人
、
童
一
人
中
行
、
左
に
在
り
。
雑
色
四
人
、
省

掌
代
二
人
、
左
右
二
行
・
笠
〕

　
（
17
）
内
舎
人　

従
賢
〔
舎
人
一
人
、
雑
色
四
人
〕

　
（
18
）
馬
寮
／
左
助
康
遠
朝
臣　
　
　
　
　
（
19
）
右
助
景
満
朝
臣 

各
々
舎
人
一
人
、
随
身
二
人
、
童
一
人
、
雑
色
二
人
・

笠
、
威
儀
御
馬
二
疋
、
各
々
近
衛
二
人
、
馬
部
二
人

　
（
20
）
内
記
局
／
少
庸
昌
〔
舎
人
一
人
、
童
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
21
）
鈴
鎰　
　
　
　
　
（
22
）
近
衛
代
橘
久
連

　
（
23
）
少
納
言　

為
徳
朝
臣
〔
舎
人
二
人
、
小
舎
人
童
一
人
、
小
雑
色
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（
47
）
少
将
公
則
朝
臣
〈
17
〉〔
舎
人
一
人
、
随
身
二
人
、
小
舎
人
一

人
、
雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
48
）
中
将
公
寿
朝
臣
〈
32
〉〔
副
舎
人
、
舎
人
、
随
身
四
人
、
小
舎
人

童
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
49
）
右
／
近
衛
代
秦
武
維
、　

府
生
身
人
部
清
起
、
身
人
部
長
清
、

将
監
武
敬
〔
各
々
舎
人
一
人
、
雑
色
二
人
〕

　
（
50
）
少
将
実
綱
朝
臣
〈
32
〉〔
舎
人
一
人
、
随
身
二
人
、
小
舎
人
童
一

人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
51
）
右
大
将
〔
信
通
〈
47
〉〔
居
飼
、
舎
人
、
移
馬
、
随
身
五
人
の
中

二
人
、
舎
人
二
人
前
に
在
り
。
舎
人
一
人
、
居
飼
等
と
并

行
、
馬
副
八
人
・
笠
〕

　
（
52
）
少
公
翰
朝
臣
〈
36
〉〔
舎
人
一
人
、
小
舎
人
童
、
随
身
二
人
、
雑

色
二
人
〕

　
（
53
）
中
将
公
敬
朝
臣
〈
23
〉〔
舎
人
一
人
、
小
舎
人
童
、
随
身
四
人
、

雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
54
）
御
綱
駕
丁
十
二
人
、
六
人
前
に
在
り 

六
人
後
に
在
り 

輿
長
七

人
、
之
に
従
ふ
〔
左
四
人
、
右
三
人
〕

　
（
55
）
鳳
輦
〔
駕
丁
五
十
四
人
〕、
執
翳
主
殿
部
代
二
人
、
左
藤
原
照

時
、
右
源
正
峯

　
（
56
）
左
中
将
実
光
朝
臣
〈
14
〉〔
副
舎
人
、
左
に
在
り
。
舎
人
一
人
、

随
身
四
人
、
小
舎
人
童
、
如
木
雑
色
等
一
人
〕

　
（
57
）
左
少
将
成
貞
朝
臣
〔
舎
人
一
人
、
小
舎
人
童
一
人
、
随
身
二
人
、

　
（
36
）
左
衛
門
督
〔
忠
平
〈
35
〉、
馬
副
六
人
、
舎
人
二
人
、
居
飼
一

人
、
随
身
四
人
、
看
督
長
四
人
、
火
長
四
人
、
雑
色
二

人
・
笠
〕

　
（
37
）
権
中
納
言
〔
資
矩
〈
35
〉、
舎
人
二
人
、
馬
副
六
人
、
居
飼
一

人
、
雑
色
二
人
〕

　
（
38
）
醍
醐
大
納
言
（
輝
久
〈
31
〉）〔
馬
副
八
人
、
舎
人
二
人
、
居
飼

一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
39
）
花
山
院
大
納
言
（
愛
徳
〈
36
〉）〔
馬
副
八
人
、
舎
人
二
人
、
居

飼
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
40
）
権
大
納
言
〔
実
起
〈
35
〉、
馬
副
八
人
、
副
舎
人
二
人
、
舎
人

長
、
居
飼
等
一
人
、
雑
色
八
人
・
笠
〕

　
（
41
）
左
大
臣
（
一
条
輝
良
35
）〔
居
飼
二
人
、
舎
人
四
人
、
右
番
長
代

　
（
42
）
身（

六
）人
部
清
揚　
　
　
　
（
43
）
左
番
長
身
人
部
清
重 

〈
各
部
等
二
人
を
召
し
具
す
〉。
馬
副
十
人
、
舎
人
長
一
人
、

居
飼
一
人
、
随
身
六
人
、
雑
色
八
人
・
笠
〕　

左
近
府

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
（
44
）
左
／
近
衛
代
下
毛
野
武
里
、　

府
生
源
吉
文
、
将
曹
秦
常
斐
、

将
監
供
圀
〔
各
雑
色
二
人
、
舎
人
一
人
〕

　
（
45
）
少
将
実
兄
朝
臣
〔
舎
人
一
人
、
随
身
二
人
、
小
舎
人
童
二
人
、

如
木
雑
色
二
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
46
）
左
大
将
〔
治
孝
〈
37
〉、
居
飼
、
舎
人
、
番
長
代
随
身
五
人
、
舎

人
二
人
、
馬
副
八
人
・
笠
〕
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（
71
）
内
匠
寮　

頭
義
謙
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
已
下
同
上
〕

　
（
72
）
大
蔵
省　

少
輔
宜
由
〔
同
上
〕

　
（
73
）
宮
内
省　

権
大
輔
愛
敬
〔
小
舎
人
童
一
人
、
已
下
同
上
〕

　
（
74
）
典
薬
寮　

頭
丹
波
頼
望
〔
舎
人
、
右
に
在
り
。
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
75
）
内
膳
司　

奉
膳
高
椿
清
章
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
四
人
、

仕
丁
二
人
・
笠
〕

　
（
76
）
主
水
司　

佑
信
益
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
二
人
・
笠
〕

　
（
77
）
大
膳
職　

亮
雅
胤
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
78
）
大
炊
寮　

頭
通
和
宿
祢
〔
同
上
〕

　
（
79
）
造
酒
司　

佑
大
江
盛
隆
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
二
人
〕

　
（
80
）
木
工
寮　

権
頭
元
敷
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
81
）
兵
庫
寮　

頭
俊
寿
朝
臣
〔
同
上
〕

　
（
82
）
雅
楽
寮　

頭
儀
重
朝
臣
〔
同
上
〕

　
（
83
）
右
衛
門
府
／
権
佐
予

0

0

0

（
柳
原
均
光
〈
19
〉）〔
舎
人
、
左
に
在
り
。

小
舎
人
童
一
人
、
随
身
二
人
、
看
督
長
一
人
、
火
長
二

人
、
雑
色
六
人
・
笠
〕

　
（
84
）
大
尉
忠
弘
〔
舎
人
、
右
に
在
り
。
調
度
掛
一
人
、
看
督
長
二
人
、

火
長
二
人
、
鉾
持
・
笠
〕

・ 
次
第
進
行
し
、
儀
重
朝
臣
（
雅
楽
頭
）
進
発
し
了
ん
ぬ
。
予
（
均
光
）

陣
を
離
れ
て
進
祭（

発

し力
）
、
東
門
の
外
に
於
て
馬
に
乗
り
、
供
奉
し
て
新
内

0

0

裏
に
向
か

0

0

0

0

ふ0

。

・ 

路
次
、
仰
せ
詞
の
如
し
。
午
斜
（
正
午
頃
）
御
輿

0

0

、
建
礼
門
に
到
る

0

0

0

0

0

0

。

雑
色
二
人
・
笠
〕

　
（
58
）
右
中
将
宗
章
朝
臣
〔
並
び
に
実
光
行
く
。
舎
人
一
人
、
副
舎
人

一
人
、
随
身
四
人
、
小
舎
人
童
、
如
木
雑
色
四
人
、
雑
色

二
人
・
笠
〕

　
（
59
）
右
少
将
盛
季
朝
臣
〔
並
び
に
成
貞
行
く
。
舎
人
一
人
、
雑
色
二

人
、
小
舎
人
童
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
60
）
職
事
／
良
顕
朝
臣
〈
26
〉〔
舎
人
一
人
、
左
に
在
り
。
舎
人
童
一

人
、
雑
色
六
人
〕

　
（
61
）
頼
寿
〈
14
〉〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
小
舎
童
一
人
、
雑
色
六
人
・

笠
〕

　
（
62
）
源
常
方
〔
舎
人
、
右
に
在
り
。
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
63
）
侍
臣
／
資
董
〈
19
〉〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
舎
人
童
二
人
、
雑
色

六
人
・
笠
〕

　
（
64
）
主
殿
寮　

助
職
登
〔
居
飼
、
右
に
在
り
。
舎
人
童
人
、
右
に
在

り
、
雑
色
四
人
〕

　
（
65
）
掃
部
寮　

頭
師
武
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
童
一
人
、
雑
色
四
人
〕

　
（
66
）
右
兵
衛
府　

権
佐
従
言
朝
臣
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
小
舎
人
童

一
人
、
随
身
二
人
、
雑
色
五
人
・
笠
〕

　
（
67
）
大
尉
源
喜
勝
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
二
人
・
笠
〕

　
（
68
）
大
舎
人
寮　

頭
貞
楨
朝
臣
〔
舎
人
、
左
に
在
り
。
雑
色
四
人
・
笠
〕

　
（
69
）
図
書
寮　

頭
義
清
〔
同
上
〕

　
（
70
）
内
蔵
寮　

権
頭
孝
廉
朝
臣
〔
舎
人
、
右
に
在
り
。
已
下
同
上
〕
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朝
臣
、
咒
衛
を
散
供
し
て
前
行
す
。
黄
牛
、
相
分
れ
て
南
庭
に
牽
き
立

つ
〔
北
に
向
き
て
之
を
引
き
並
ぶ
〕。

・ 

次
に
公
卿
左
大
臣
已
下
、
承
明
門
よ
り
入
り
南
庭
に
列
立
す
〔
北
上
西

面
〕。
行
事
上
卿
勧
修
寺
大
納
言
（
経
逸
）
列
に
加
へ
ら
る
〔
中
右
記

の
天
永
の
例
〕。
祭
主
三
位
〔（
大
中
臣
）
寛
忠
〕
旧
例
に
依
り
て
同
じ

く
公
卿
の
列
に
加
へ
ら
る
。
此
の
事
、
兼
日
家
君

0

0

（
柳
原
紀
光
）
御
問

答
、
即
ち
例
有
る
の
由
を
仰
せ
ら
る
。
斯
に
注
す
（
中
略
）。

・ 

御
輿
を
南
階
に
輦
す

0

0

0

0

0

0

0

0

。
左
右
大
将
、
承
明
門
の
中
扉
よ
り
入
り
参
進
し

て
南
階
の
下
に
復
す
。
此
の
間
、
水
火
の
童
、
蹲
居
す
。
予
、
敬
義
宿

祢
等
、
平
伏
し
。
公
卿
各
々
平
伏
す
。
近
衛
の
将
、
各
々
御
輿
の
左
右

に
副
ひ
て
階
を
昇
る
。（
大
宮
）
盛
季
朝
臣
（
右
少
将
）
錯
り
て
階
の

三
級
よ
り
落
ち
、
諸
人
、
袖
を
覆
ひ
て
咲
ふ
。

・ 

二
位
宰
相
中
将
（
千
種
有
政
）、
南
階
の
左
方
よ
り
昇
り
て
参
進
し
、

輦
の
戸
を
開
き
て
御
剣

0

0

を
執
り
内
侍
に
授
く
。
宸
儀

0

0

（
光
格
天
皇
）
下0

御0

し
た
ま
ふ
。
関
白
（
鷹
司
輔
平
）
御
裾
に
候
す
。
蔵
人
頭
、
御
草
鞋

を
献
ず
。
大
将
已
下
、
蹕
を
称
す
〔
其
の
詞
短
し
〕。

・ 

宸
儀

0

0

、
御
帳

0

0

（
高
御
座
に
相
当
）
を
立
て
定
め
し
め
た
ま
ふ
。
二
位
宰

相
中
将
、
更
に
進
み
て
神
璽

0

0

を
執
り
内
侍
に
授
け
、
輦
の
戸
を
閉
づ
。

次
に
駕
丁
、
御
輿
を
撤
す
。

・ 
此
の
間
、
水
火
の
童
女
、
列
を
離
れ
て
西
行
し
西
階
に
留
ま
る
〔
水
童

北
、
火
童
東
。
予
、
敬
義
宿
祢
等
、
之
に
副
ふ
〕。
大
将
・
上
達
部
等
、

退
き
て
公
卿
の
列
に
加
は
る
。
水
火
の
童
女
、
西
階
を
昇
り
。
五
位
蔵

之
の
頃
、
御
輿
を
留
む
。
神
祇
大
副
〔（
大
中
臣
）
寛
仲
〕、
先
づ
御
輿

の
前
に
進
み
て
一
拝
し
、
退
き
入
り
て
大
麻
を
進
た
て
ま
つり
、
御

の
下
よ
り

之
を
進
り
、
了
り
て
退
き
入
る
。

・ 

雅
楽
頭
儀
重
朝
臣
、
別
に
楽
人
を
率
ゐ
て
幄
に
到
り
、
立
楽
を
奏
す

〔
慶
雲
楽
〕。
黄
牛
二
頭
、
建
礼
門
の
外
に
率
ゐ
立
ち
、
東
西
相
向
か

ひ
、
左
右
近
衛
番
長
・
馬
寮
各
一
人
、
之
を
率
ゆ
。
之
よ
り
先
に
権
弁

胤
定
、
黄
牛
を
検
知
す
と
云
々
。

・ 

之
よ
り
先
、
水
童
女
、
楾
を
取
り
て
西
に
在
り
。
火
童
女
、
脂
燭
を
取

り
て
東
に
在
り
。
／
水
童
は
広
橋
前
大
納
言
の
女
光
子
、
火
童
は
勧
修

0

0

0

0

0

寺
大
納
言
の
女
冬
子

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
十
一
才
〕
な
り
。
件
の
冬
子
は
予
の
従

0

0

0

0

0

0

弟（
妹
）
な

り
。
美
貌
、
諸
人
驚
目
す
。
顔
色
桃
花
の
如
し
。

・ 

予
（
均
光
）
則
ち
建
礼
門
の
外
に
て
下
馬
す
。
左
大
臣
（
一
条
輝
良
）

已
外
の
人
、
皆
此
の
如
し
。
六
住
に
於
て
は
美
福
門
代
の
外
に
於
て
下

馬
す
。（
中
略
）

・ 

予
、
御
輿
の
後
方
を
経
て
右
衛
門
陣
に
到
り
陣
を
引
け
り
〔
陣
を
立
つ

る
に
揖
無
し
〕。
之
の
頃
、
陣
を
離
れ
て
水
童
女
の
辺
々
に
傍
り
立
つ
。

御
輿

0

0

、
承
明
門
よ
り
入
御

0

0

0

0

0

0

0

し
た
ま
ふ
。

・ 

水
火
の
童
、
前
行
し
て
東
西
に
分
か
る
。
水
童
、
承
明
門
の
西
扉
よ
り

入
り
て
南
階
の
西
に
立
つ
。
行
事
弁
・
予
、
之
を
扶
持
し
、
女
官
一

人
、
官
史
生
春
昌
等
、
之
に
副
ふ
。
火
童
、
同
時
に
同
門
の
東
扉
よ
り

入
り
て
階
の
東
に
立
つ
。
行
事
史
、
左
大
史
敬
義
宿
祢
、
之
を
扶
持

し
、
女
官
一
人
、
官
方
史
生
紀
知
呂
等
、
之
に
相
副
ふ
。
陰
陽
頭
泰
栄
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の

下
に
於
て
、
賢
所

0

0

、
左
衛
門
陣
外
に
到
り
た
ま
ふ
の
由
を
直
奏

す
。
其
の
詞
に
云
は
く
「
賢
所
、
左
衛
門
陣
ニ
ワ
タ
リ
御
ス
」
と
。
奏

し
了
り
て
左
将
公
寿
朝
臣
に
仰
せ
て
云
は
く
「
カ
シ
コ
所

0

0

0

0

、
温
明
殿
ニ

0

0

0

0

入
奉
レ

0

0

0

」
と
。
宸
儀

0

0

（
天
皇
）
東
庭
に
下
御

0

0

0

0

0

し
た
ま
ふ
。
東
面
よ
り
南

階
下
御
。

道
布
単
、
例
の
如
し
。

・ 

頭
弁
昶
定
朝
臣
、
御
裾
に
候
し
、
良
顕
朝
臣
、
御
挿
鞋
を
奉
じ
、
公
敬

朝
臣
、
御
剣
を
執
り
、
殿
上
の
侍
臣
〔
従
言
朝
臣
・
広
長
朝
臣
・
資

董
・
国
長
〕
脂
燭
に
候
す
。
予
は
御
屏
風
に
走
り
て
着
御
の
御
座
を
開

く
。
之
よ
り
先
、
予
御
笏
を
奉
ず
。
之
の
頃
、
胤
定
、
御
屏
風
の
外
に

来
り
。
賢
所
入
御
の
儀
畢
れ
る
由
を
奏
す
。
其
の
詞
に
云
は
く
「
賢

所
、
温
明
殿
ニ
渡
リ
マ
シ
マ
ス
」
と
。
御
拝
の
儀
有
り
て
入
御

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た
ま

ふ
。
予
、
御
屏
風
を
閉
づ
。
時
に
寅
刻
（
午
前
四
時
）
に
及
ぶ
て
へ
り
。

◎
内
侍
所
渡
御
の
路
次
行
粧

（
イ
）
左
近
衛
府
〔
近
衛
代
下
毛
野
武
里
、
府
生
源
吉
文
、
将
曹
秦
常
斐
、

将
監
供
圀
〈
各
々
雑
色
二
人
を
召
し
具
す
〉。 

少
将
公
則
朝
臣
〈
随
身
二
人
、
童
一
人
、
雑
色
二
人
・

笠
〉、
実
忠
朝
臣
〈
随
身
二
人
、
童
一
人
、
如
木
雑
色
二

人
、
雑
色
四
人
・
笠
〉〕

（
ロ
）
右
近〔

相

衛並
ぶ
〕府
〔
近
衛
代
秦
武
維
、
府
生
身
人
部
清
起
、
将
曹
身
人
部

長
清
、
将
監
武
敏
〈
各
々
雑
色
二
人
を
召
し
具
す
〉。 

少
将
公
翰
朝
臣
〈
童
一
人
、
随
身
二
人
、
雑
色
二
人
〉、

実
綱
朝
臣
〈
随
身
一
人
、
童
一
人
、
雑
色
四
人
・
笠
〉

人
相
替
り
て
之
を
扶
持
す
〔
水
童
に
は
頼
寿
、
火
童
に
は
胤
定
〕。
水
童

は
胤
定
の
妹
な
り
。
仍
り
て
相
替
り
て
之
を
扶
持
す
と
云
々
。（
中
略
）

・ 

宸
儀

0

0

（
天
皇
）、
清
涼
殿
に
渡
御

0

0

0

0

0

0

し
た
ま
ふ
〔
豫
め

道
を
供
す
〕。
内

侍
、
剣
璽

0

0

を
執
り
て
前
後
に
候
す
。
水
火
の
童
女
前
行
す
。
剣
の
内
侍

の
扶
持
は
二
位
宰
相
中
将
、
璽
の
内
侍
の
扶
持
は
右
中
将
公
敬
朝
臣
、

御
裾
は
関
白
、
御
挿
鞋
は
昶
定
朝
臣
。
額
間
よ
り
入
御

0

0

0

0

0

0

し
た
ま
ふ
。

・ 

火
童
女
、
夜
御
殿
に
入
り
、
先
づ
燈
樓
の
火
を
消
し
、
更
に
之
を
燃
し

付
く
〔
先
づ
巽
、
次
に
乾
、
次
に
艮
、
次
に
坤
〕。
水
童
女
、
同
じ
く

夜
御
殿
に
入
り
楾
を
燈
樓
の
下
に
置
く
。
次
に
昼
御
座
に
着
き

0

0

0

0

0

0

て
白

あ
か
ら
さ
ま地

に
入
御

0

0

し
た
ま
ふ
。

・ 

此
の
後
、
蔵
人
左
佐
胤
定
、
緌
・
垂
纓
を
撤
す
。
予0

も
之
に
同
じ
。
此

の
事
、
兼
日
家
君

0

0

（
紀
光
）
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
「
五
菜
を
供
す
る
已

後
に
之
を
撤
す
べ
き
の
由
、
例
有
り
」
と
。
然
る
に
勧
修
寺
大
納
言
曰

は
く
「
両
廷
尉
相
達
す
。
如
何
な
る
儀
有
る
べ
し
。
胤
定
に
同
ず
れ
ば

無
期
な
る
べ
し
」
と
。
仍
り
て
止
む
を
得
ず
、
心
外
な
れ
ど
之
に
同
じ

了
ん
ぬ
。（
中
略
）

・ 

内
侍
所
渡
御

0

0

0

0

0

供
奉
の
輩
、
聖
護
院
旧
内
裏
の
内
侍
所
仮
殿

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
向
か
ふ

〔
丑
終
剋
斗
（
午
前
三
時
近
く
）〕。
賢
所

0

0

、
美
福
門
代
に
入
れ
し
め
た

ま
ふ
の
由
、
注
進
の
間
、
御
座
を
南
廊
の
壁
下
に
儲
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
掃
部
寮
、
御

畳
一
枚
を
敷
く
。
下
敷
き

有
り
〔
御
布
単
無
し
〕。
太
宋
御
屏
風

0

0

0

0

0

二

帖
を
立
て
、
西
に
口
を
開
く
。

・ 

之
の
頃
、
蔵
人
弁
胤
定
〔
内
侍
所
供
奉
の
職
事
〕
帰
り
参
り
、
台
皿（

盤
）所
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た
だ
、
行
列
の
人
物
近
く
に
注
記
さ
れ
て
い
る
官
名
・
人
名
は
、
字
が

小
さ
く
て
判
読
し
難
い
の
で
、
そ
れ
を
左
に
列
記
し
（
①
〜
57
）、
ま
た

前
掲
の
行
列
記
事
と
の
対
応
関
係
を
、
番
号
〔（
0
）
〜
（
84
）
の
う
ち

（
43
）
ま
で
〕
に
よ
り
、
列
記
と
図
注
の
下
（　

）
内
に
示
そ
う
。

① 

中
井
藤
三
郎
正
紀
（
青
・
乗
馬
） 

※
周
囲
の
従
者
十
人
／
同
心
（
四
人
）・
従
士
（
四
人
）

② 

井
上
美
濃
守
利
慕
（
赤
・
乗
馬
） 

※
槍
持
・
馬
副
二
人
／
侍
（
四
人
）
傘
持
・
箱
持
（
四
人
）・
従
士

（
三
人
）

③ 

渡
辺
久
蔵
頼
統
（
緑
・
乗
馬
） 

※
馬
副
一
人
／
侍
（
五
人
）・
槍
持
・
傘
持
・
箱
持
（
二
人
）

④
掃
除
役
町
人
（
左
右
各
五
人
）

⑤
下
雑
色
八
人
（
左
右
各
四
人
）

⑥ 

上
雑
色
四
人
（
左
右
各
二
人
） 

※
他
に
侍
等
十
二
人
（
左
右
各
六
人
）

⑦ 

三
口
御
門
番
四
人
（
左
右
各
二
人
）

⑧ 

出
車
（
牛
車
）（
0
） 

※
前
駆
二
人
・
牛
添
前
六
人
（
左
右
各
三
人
）・
車
添
後
十
人
（
左
右

各
五
人
。
以
下
、
左
右
注
記
せ
ず
）

⑨
小
林
左
衛
門
大
尉
藤
原
有
則
（
青
・
乗
馬
）

⑩ 

水
谷
右
兵
衛
少
志
橘
正
道
（
青
・
乗
馬
） 

※
⑨
・
⑩
従
者
各
三
人

（
ハ
）
御
辛
櫃
／
右
中
将
宗
章
朝
臣
〔
随
身
四
人
、
童
一
人
、
如
木
雑
色

四
人
、
雑
色
二
人
・
笠
〕 

公
敬
朝
臣
〔
童
一
人
、
随
身
四
人
、
雑
色
六
人
・
笠
〕 

左
中
将
実
光
朝
臣
〔
随
身
四
人
、
童
二
人
、
如
木
雑
色
一

人
、
雑
色
二
人
・
笠
〕 

公
寿
朝
臣
〔
随
身
四
人
、
童
一
人
、
如
木
雑
色
二
人
、
雑

色
四
人
・
笠
〕

（
ニ
）
御
辛
櫃
／
職
事　

胤
定
〔
看
監
長
二
人
、
別
に
在
り
。
童
一
人
、

随
身
二
人
、
火
長
二
人
、
雑
色
二
人
〕 

（
下
略
）

　

以
上
、
途
中
と
末
尾
を
省
略
し
て
も
長
文
に
亘
る
記
事
を
引
載
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
光
格
天
皇
（
20
）
が
三
年
前
か
ら
仮
御
所
と
し
て
お
ら

れ
た
聖
護
院
を
出
て
新
造
の
内
裏
へ
還
幸
さ
れ
た
実
情
、
と
り
わ
け
大
規

模
な
行
列
（
行
粧
）
の
次
第
と
、
内
侍
所
（
神
器
の
御
鏡
）
の
還
御
さ
れ

た
次
第
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

寛
政
新
造
内
裏
へ
の
還
幸
行
列
絵
図

　

し
か
も
、
こ
の
寛
政
新
造
内
裏
へ
還
幸
さ
れ
た
時
の
行
列
絵
図
と
認
め

ら
れ
る
写
本
（
折
帖
）
が
、
前
述
の
経
緯
に
よ
り
入
手
で
き
た
。
そ
の
全

容
（
縦
43
㎝
・
巾

2288
㎝
、
四
十
四
折
）
は
、
後
掲
の
写
真
（
全
面
彩
色
。

本
誌
で
は
モ
ノ
ク
ロ
。
当
セ
ン
タ
ー
の
W
E
B
「
ミ
カ
ド
文
庫
」
に
は
カ

ラ
ー
掲
載
予
定
）
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。



No. 79, 2017　68モラロジー研究

㉓ 

松
波
左
衛
門
大
尉
藤
原
葆
光
（
青
・
乗
馬
）（
11
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
五
人
・
傘
持
一
人

㉔ 

広
橋
左
衛
門
権
佐
胤
定
（
黄
・
乗
馬
）（
12
） 

※
前
弓
持
二
人
・
馬
副
一
人
・
小
舎
人
一
人
・
後
弓
持
四
人
・
従
者
二

人
・
傘
持
一
人

㉕ 

山
形
左
兵
衛
大
尉
宗
身
（
赤
・
乗
馬
）（
13
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
三
人
・
傘
持
一
人

㉖ 

堤
左
兵
衛
佐
広
長
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
14
） 

※
馬
副
一
人
・
後
弓
持
二
人
・
小
舎
人
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

㉗ 

土
御
門
陰
陽
頭
泰
栄
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
15
） 

※
馬
副
一
人
・
後
弓
持
二
人
・
小
舎
人
一
人
・
従
者
八
人
・
傘
持
一
人

㉘ 

辻
中
務
少
丞
章
従
（
赤
・
乗
馬
）（
16
） 

※
馬
副
一
人
・
小
舎
人
一
人
・
従
者
二
人
・
傘
持
一
人

㉙ 

内
海
内
舎
人
従
賢
（
赤
・
乗
馬
）（
17
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

㉚ 

高
津
左
馬
助
康
造
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
18
）

㉛ 

前
波
右
馬
助
景
満
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
19
） 

※
㉚
・
㉛
各
小
舎
人
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

32
威
儀
御
馬
（
飾
馬
）　

／
33 

威
儀
御
馬
（
飾
馬
）

　

※
32
・
33
馬
副
各
二
人

34 

山
口
少
内
記
康
昌
（
黄
・
乗
馬
）（
20
） 

※
馬
副
一
人
・
小
舎
人
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

⑪
御
付
組
同
心
六
人　

／
⑪
同
与
力
弐
人

　

※
従
者
十
人

⑫ 

六
口
御
門
番
六
人

⑬ 

立
入
左
京
亮
経
康
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
1
）

⑭ 

石
川
右
京
亮
礼
親
（
黄
・
乗
馬
）（
2
） 

※
⑬
・
⑭
従
者
八
人

⑮ 

藤
波
神
祇
大
副
（
黒
・
乗
馬
）（
3
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
三
人
・
従
者
八
人
・
傘
持
一
人

⑯ 

小
川
弾
正
少
忠
源
祐
敬
（
青
・
乗
馬
）（
4
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

⑰ 

石
井
兵
部
権
大
輔
在
覚
宿
祢
（
黒
・
乗
馬
）（
5
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

⑱ 

民
部
少
輔
泰
古
（
赤
・
乗
馬
）（
6
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

⑲ 

小
林
治
部
少
輔
家
仲
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
7
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

⑳ 

入
江
式
部
少
輔
則
敏
（
赤
・
乗
馬
）（
8
） 

※
馬
副
一
人
・
小
舎
人
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

㉑ 

壬
生
左
大
史
敬
茂
宿
祢
（
黒
・
乗
馬
）（
9
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

㉒ 

北
小
路
隼
人
正
俊
正
（
赤
・
乗
馬
）（
10
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人
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47 

葉
室
中
納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
33
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
人
・
傘
持
一
人

48 

三
条
西
中
納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
34
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
人
・
傘
持
一
人

49 

冷
泉
中
納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
35
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
六
人
・
傘
持
一
人

50 

中
山
左
衛
門
督
（
黒
・
乗
馬
）（
36
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
八
人
・
沓
台
持
一
人
・
傘
持
一
人

51 

日
野
権
大

（
中
カ
）納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
37
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
八
人
・
傘
持
一
人

52 

醍
醐
大
納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
38
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
人
・
沓
台
持
一
人
・
傘
持
一
人

53 

花
山
院
大
納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
39
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
二
人
・
傘
持
一
人

54 

転
法
輪
権
大
納
言
（
黒
・
乗
馬
）（
40
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
八
人
・
傘
持
一
人

55 

水
口
身
人
部
清
重
（
青
・
乗
馬
）（
43
）

56 

水
口
身
人
部
清
揚
（
青
・
乗
馬
）（
42
） 

※
55
・
56
馬
副
各
二
人
・
従
者
各
二
人

57 
一
条
左
大
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
41
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
二
十
六
人
・
傘
持
一
人

35  
鈴
鎰
（
21
） 

※
担
夫
二
人
（
前
後
）・
従
者
六
人

36 

櫛
田
右
近
将
監
橘
久
連
（
22
）

37 

五
條
少
納
言
為
徳
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
23
） 

※
馬
副
二
人
・
小
舎
人
一
人
・
従
者
四
人
・
傘
持
一
人

38  

太
刀
契
（
24
） 

※
担
夫
二
人
（
前
後
）・
従
者
六
人

39 

鈴
木
右
近
将
曹
紀
宗
名
（
25
）

40 

渡
辺
主
鈴
珍
之
朝
臣
（
黒
・
乗
馬
）（
26
） 

※
馬
副
一
人
・
従
者
二
人

41 

坊
城
左
大
弁
宰
相
（
黒
・
乗
馬
）（
27
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
四
人
・
従
者
八
人
・
傘
持
一
人

42 

四
辻
右
宰
相
中
将
（
黒
・
乗
馬
）（
28
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
人
・
傘
持
一
人

43 

高
倉
宰
相
（
黒
・
乗
馬
）（
29
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
八
人

44 

四
条
新
宰
相
（
黒
・
乗
馬
）（
30
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
人
・
傘
持
一
人

45 

六
条
宰
相
中
将
（
黒
・
乗
馬
）（
31
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
十
人

46 

千
種
三
位
宰
相
中
将
（
黒
・
乗
馬
）（
32
） 

※
前
駆
二
人
・
馬
副
二
人
・
従
者
八
人
・
傘
持
一
人
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の
「
行
啓
図
」
な
ど
が
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
現
存
す
る
）。
そ

の
行
列
中
に
も
、「
出
車
」
と
「
鳳
輦
」
の
間
に
「
鈴
鎰
櫃
」
と
「
大
刀

契
櫃
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
鈴
鎰
と
大
刀
契
は
、
三
種
の
神
器
（
鏡
・
剣
・
玉
）
に
準
ず
る
貴

重
な
宝
物
と
し
て
、
平
生
「
賢
所
」（
内
侍
所
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
は
、
順
徳
天
皇
の
『
禁
秘
御
抄
』「
賢
所
」
条
に
「
辛
櫃
二
合
、

又
五
合
は
大
刀
・
契
・
鈴
・
印
等
」
と
み
え
る
。
こ
の
前
者
二
合
は
「
宝

剣
」
と
「
神
璽
」（
勾
玉
）
で
あ
り
、
後
者
の
五
合
は
、
伴
信
友
が
「
大

刀
契
考
」（
全
集
第
二
巻
所
収
）
で
「
大
刀
・
契
・
鈴
・
印
の
四
種
、

各
々
一
種
ず
つ
辛
櫃
に
納
て
四
合
、
ま
た
其
の
四
合
の
辛
櫃
の
鎰
を
辛
櫃

一
合
に
納
め
、
都
て
五
合
の
辛
櫃
な
る
べ
し
」
と
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
の
「
大
刀
」
は
二
柄
あ
る
。
一
つ
は
「
天
皇
護
身
の
御
物
」

と
さ
れ
る
「
日
月
護
身
剣
」
で
、
も
う
一
つ
は
「
大
将
軍
出
征
の
時
、
授

け
た
ま
ふ
べ
き
節
刀
の
表
物
」
と
さ
れ
た
「
三
公
闘
戦
剣
」
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
「
大
刀
数
柄
を
儲
け
置
か
れ
、
事
あ
る
時
に
臨
み
て
、
其

の
中
よ
り
取
り
出
て
賜
ふ
べ
き
料
」
で
「
節
刀
と
も
」
称
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
「
其
の
節
刀
を
授
け
賜
ふ
時
、
契
・
鈴
・
印
も
共
に
賜
ふ
例
」

で
あ
っ
た
が
、「
其
の
四
種
を
非
常
の
重
器
と
し
て
、
尋
常
は
神
鏡
の
坐

す
温う

ん

明め
い

殿
（
内
侍
所
）
に
納
め
置
」
か
れ
て
い
た
。
そ
の
「
契
」
は
「
節

刀
の
契
」
で
あ
り
「
七
十
四
枚
…
…
皆
魚
形
（
金
銀
装
）」
だ
っ
た
こ
と
、

ま
た
「
鈴
」
は
律
令
時
代
以
来
の
「
駅
鈴
」
で
あ
り
、「
印
」
は
「
節
刀

に
具
へ
て
授
け
た
ま
ふ
べ
き
設
の
印
」
と
信
友
は
説
明
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
「
鈴
鎰
」
と
「
大
刀
契
」

　

こ
の
よ
う
に
当
絵
図
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十
一
月
二
十
二

日
、
光
格
天
皇
が
仮
御
所
の
聖
護
院
か
ら
新
造
の
内
裏
へ
還
幸
さ
れ
た
際

の
行
列
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
当
日
の
柳
原
均
光
に
よ
る

『
日
次
記
』
と
照
合
し
て
み
る
と
、（
0
）
出
車
（
図
注
⑧
）
か
ら
（
41
）

左
大
臣
（
図
注
57
）
ま
で
の
部
分
で
途
切
れ
、
そ
れ
に
続
く
（
44
）
左
近

衛
代
か
ら
（
84
）
右
衛
門
権
佐
ま
で
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
お
そ
ら
く
現
在
分
が
前
半
で
あ
り
、
同
じ
位
の
後
半
部
が
あ
っ
た

（
ど
こ
か
に
あ
る
）
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
前
半
部
の
行
列
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、（
21
）

「
鈴
鎰
」（
図
注
35
）
と
（
24
）「
大
刀
契
」（
図
注
38
）
で
あ
る
。『
日
次

案
』
の
冒
記
記
事
に
も
、
仮
御
所
を
出
発
す
る
朝
、
少
納
言
菅
原
為
徳
が

「
鈴
奏
」
を
行
い
、
左
右
の
近
衛
将
監
が
「
大
刀
契
の
櫃
を
昇
ぎ
下
す
」

と
み
え
る
。
こ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
こ
の
「
鈴
鎰
」
と
「
大
刀
契
」
の
櫃
が
、
別
の
絵
巻
に
も
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
同
じ
光
格
天
皇
が
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月

二
十
二
日
、
皇
儲
の
仁
孝
天
皇
へ
譲
位
す
る
に
あ
た
り
、
内
裏
を
出
て
仙

洞
御
所
の
「
桜
町
殿
へ
行
幸
」
さ
れ
た
折
の
詳
細
な
記
録
『
禁
裏
執
次
詰

所
日
記
』（
宮
内
省
編
『
光
格
天
皇
実
録
』
所
引
）
と
、
そ
の
行
列
を
克

明
に
描
い
た
『
桜
町
殿
行
幸
図
』
二
巻
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
W
E
B

に
全
容
カ
ラ
ー
写
真
掲
載
）
で
あ
る
（
こ
の
行
幸
図
二
巻
と
同
じ
く
宮
廷

絵
師
原
在
明
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
行
幸
図
」
お
よ
び
中
宮
欣
子
内
親
王
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〈
追
記
〉
本
稿
の
再
校
時
（
四
月
十
日
）、
野
村
玄
氏
か
ら
「
近
世
に
お

け
る
天
皇
の
地
位
と
正
統
性
│
大
刀
契
・
剣
璽
・
通
過
儀
礼
及
び
皇
統
の

扱
い
│
」（『
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
十
七
号
、
本
年
三
月
）
の

抜
刷
を
受
贈
し
た
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
行
幸
の
行
列
中
に
「
鈴
鎰
櫃
」
と

「
大
刀
契
櫃
」
を
帯
同
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
光
格
天
皇
に
よ
る
朝

儀
復
興
の
一
環
と
推
考
さ
れ
て
い
る
。
確
認
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は

高
い
と
思
わ
れ
る
。 

（
四
月
十
五
日
記
）

付
、
後
桜
町
上
皇
の
還
幸
記
録
と
絵
巻

　

こ
の
光
格
天
皇
が
新
造
の
成
っ
た
内
裏
へ
還
幸
さ
れ
て
か
ら
四
日
後
の

同
年
（
一
七
九
〇
）
十
一
月
二
十
六
日
、
後
桜
町
上
皇
（
女
帝
・
51
歳
）

も
、
粟
田
（
青
蓮
院
）
の
仮
御
所
か
ら
新
造
の
仙
洞
御
所
へ
還
幸
し
て
お

ら
れ
る
。
そ
の
記
録
は
、
宮
内
省
編
『
後
桜
町
天
皇
実
録
』
所
引
の
『
院

中
評
定
日
次
案
』
に
詳
し
い
。
ま
た
、
そ
の
行
列
を
克
明
に
描
い
た
『
後

桜
町
上
皇
仙
洞
御
所
還
幸
行
列
絵
図
』
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
、

し
か
も
全
容
の
カ
ラ
ー
写
真
が
W
E
B
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
「
路
頭
列
」
は
、「
出
車
」
│
蔵
人
（
二
列
騎
馬
）
│
殿
上
人

（
二
列
八
人
騎
馬
）
│
公
卿
（
一
列
七
人
騎
馬
）
…
…
「
御
車
」
…
…
後

騎
・
御
後
官
人
（
騎
馬
）
│
上
下
北
面
（
各
二
人
二
列
騎
馬
）
│
関
白
車

と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
上
皇
の
還
幸
に
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

天
皇
行
幸
行
列
よ
り
小
規
模
で
あ
り
、
宝
器
な
ど
も
見
あ
た
ら
な
い
。

　

た
だ
、
洞
院
公
賢
の
『
園
太
暦
』
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
十
二
月
三

日
条
に
「
大
刀
契
は
、
累
代
の
秘
宝
、
一
朝
の
霊
器
な
り
。
而
る
に
元

弘
・
建
武
の
騒
乱
に
遭
ひ
紛
失
に
及
ぶ
」
と
あ
り
、
ま
た
応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）
の
『
北
山
行
幸
記
』
に
も
「
大
と
け
い
の
御
か
ら
ひ
つ
な

ど
申
す
物
も
、
近
頃
は
其
の
形
も
み
え
ぬ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
条
兼
良
が
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
こ
ろ
著
わ
し
た

『
桃
華
蘂
葉
』
に
は
「
大
刀
契
并
び
に
節
刀
、
建
武
度
に
紛
失
す
。
之
を

新
造

0

0

せ 

ら
る
」
と
み
え
る
。

　

ま
た
『
古
事
類
苑
』
帝
王
部
「
神
器
」（
刊
本
一
四
六
頁
）
所
引
『
御

抄
龍
珠
』
に
「（
広
橋
）
長
忠
卿
云
は
く
、
野
宮
定
俊
（
一
七
〇
二
〜
五

七
）
云
は
く
、
密
々
口
伝
、
今
内
侍
所
の
辛
櫃
は
二
合
、
一
合
は
神
鏡
、

一
は
大
刀
契
な
り
。
而
し
て
神
鏡
の
辛
櫃
は
軽
く
、
大
刀
契
の
辛
櫃
は
軽

し
と
云
へ
り
〔
但
し
是
れ
白
川
家
の
伝
に
同
じ
〕
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
に
至
っ
て
も
「
大
刀
契
の
辛
櫃
」
な
ど
が
あ
っ
た

可
能
性
は
少
く
な
い
。

　

そ
の
上
、
こ
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
新
造
内
裏
へ
の
還
幸
記
録

と
行
列
絵
図
に
も
、
ま
た
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
御
譲
位
行
幸
記

録
と
行
列
絵
巻
に
も
「
鈴
鎰
」
と
「
大
刀
契
」
の
櫃
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
辛
櫃
は
、
光
格
天
皇
朝
に
も
伝
存
し
て
い
た
可

能
性
は
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
（
中
味
の
実
否
は
不
明
）、
だ
か
ら
こ

そ
移
徒
・
行
幸
の
際
に
持
ち
運
び
さ
れ
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
平
成
二
十
九
年
正
月
十
五
日
稿
・
二
月
十
日
訂
）
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（
表
紙
）

九
曜
文
庫

①
中
井
藤
三
郎
正
紀
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同
心

同
心

同
心同

心

徒
士

徒
士

②
井
上
美
濃
守
利
慕

徒
士

徒
士

侍侍

侍
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③
渡
辺
久
蔵
頼
統 徒

士

徒
士

徒
士

侍侍

侍
侍

④
掃
除
役
町
人
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⑤
下
雑
色
八
人

⑥
上
雑
色
四
人

⑦
三
口
御
門
番
四
人
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⑧
山
車
（
0
）

⑩
水
谷
右
兵
衛
少
志
橘
正
道

⑨
小
林
左
兵
衛
大
尉

　

藤
原
有
利
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⑪
御
附
組
同
心
六
人

⑪
同
与
力
弐
人

⑫
六
口
御
門
番
六
人
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⑬
立
入
左
京
亮
経
康
朝
臣
（
1
）

⑭
石
川
右
京
亮
礼
親
（
2
）

⑮
藤
波
神
祇
大
副
（
3
）
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⑯
小
川
弾
正
少
忠
源
祐
敬
（
4
）

⑰
石
井
兵
部
権
大
輔
在
覚
宿
祢
（
5
）

⑱
民
部
少
輔
泰
古
（
6
）
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⑲
小
林
治
部
少
輔
家
仲

　

朝
臣
（
7
）

⑳
入
江
式
部
少
輔
則
敏
（
8
）

㉑
壬
生
左
大
史
敬

　

茂
宿
祢
（
9
）
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